
【5⽉のテーマ】
たよって⽣きる つる植物

案内⼈︓伊東茂⼦・⽯原直⼦（⿃の博物館市⺠スタッフ）

⾞や⾃転⾞に注意しましょう。⽔⽥や私有地では、マナーを守って観察しましょう。

2022年5⽉14⽇（⼟）

初夏はいろいろな植物が葉を広げるため、植物観察には
とても良い季節です。今回は「つる植物」に注⽬して観察
してみましょう。てがたんコースでは様々なつる植物を⾒
ることが出来ます。つる植物は⽊やフェンスなど誰かをた
よって⽣きていますが、そのたより⽅は様々です。それぞ
れのたより⽅にも注⽬してみましょう。

▲キヅタはひげ状の気根、ツタは吸盤状の気根で他の⽊に付着する
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てがたんコースで見られるつる植物
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つる植物の⾊々なたより⽅を観察してみよう
□茎で巻きつく
□巻きひげで巻きつく

□吸盤で付着する
□茎から根を出す

□トゲで絡みつく
□ひっかける

きゅうばんくき から


